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第２９０回 番組審議会 

 

 

１．日 時   令和２年 ３月１０日（火）１２：００～ 

２．場 所   メトロポリタン盛岡ＮＥＷ ＷＩＮＧ ３Ｆ「星雲東の間」 

３．委 員   委員総数      ８名 

        出席委員数     ７名 

 

○ 出席委員（敬称略） 

      鈴木 厚人（委員長） 

近藤 一英（副委員長） 

 ―以下５０音順― 

石田 征広 

佐々木 泰司 

菅原 正二 

平野 順子 

八木橋 伸之 

 

 ○ 会社側出席者 

        齋藤 秋水 （代表取締役社長） 

        小原 忍  （取締役副社長） 

        高嶋 昇  （常務取締役） 

        一戸 俊行 （取締役報道制作局長） 

        君澤 温  （取締役総務局長） 

        野中 翔  （報道制作局報道部） 

        

         

                

 

○ 事務局   梨木 祐亮 

大場 薫 
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４．議題 『米が生む雫 ～日本酒テロワールに挑む～』 

      令和２年２月２２日（土）１３：５０～１４：２０放送 

 

５．議事概要 

 

今回は、『米が生む雫 ～日本酒テロワールに挑む～』について審議しま

した。議事の概要は以下の通りです。 

 

●めんこいテレビ報道部 野中翔からの説明 

今回は日本酒をテーマにした番組を作りました。当初はニュースの特集で紹介

しようと考えておりましたので、そこに向けての取材をし、最後、お酒ができ

上がったところでニュース内の特集で放送できれば良いなと思いながら取材し

ていました。３０分という短い番組のなかで、少しでも日本酒へ興味を持って

いただけたらという思いで制作しました。 

 

●出席した委員からの意見 

・岩手山と刈り取りのシーンなど美しい映像が多くあってよかった。 

・酒造りという興味がわく内容でシンプルにわかりやすく見やすい番組だった。 

・シリーズにしたらどうか。 

・主演者の表情から米作りの楽しさが良く伝わってきた。 

・プロジェクト始動の輪郭がわかるような説明がもっとあったほうが良かった。 

・タイトルのテロワールがいきるような内容になっていたのか疑問。 

・番組のプロセスをもう少し整理したほうがわかりやすかったのではないか。 

・酒米とはどのようなものかもっと知りたかった。 

 

●委員からの質問、意見に対する会社側からの回答 

・普通の米と酒米との違いについてもう少し組み込めばよかった。 

・継続して積み重ねた取材をやっていくのは重要なことだと実感した。 
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６．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置 

 特になし 

 

 

７．審議機関の答申意見概要を公表した場合におけるその公表内容、方法及び 

年月日 

 

※令和２年３月１１日（水） 産経新聞 東北版 

  

※令和２年３月２１日（土）午前４時４２分から４時４５分まで「めんこいテ

レビ番審リポート」として放送 

 

※据え置きの書類を作成し、本社受付、各支社に備置き一般の人々が自由に閲

覧きるようにした 

 

 

９．その他の参考事項 

  特になし 

 

※次回は、令和２年４月１４日(火)１２時より３階「星雲東の間」にて開催

予定です。 

 


